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職場満足度調査のポイント
令和7年9月29日（月）
14:30～15:00

公益社団法人日本医業経営コンサルタント協会 理事

医業経営アドバイザー

眞鍋 一
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1.医療機関としての将来計画の作成

医療機関の将来計画に基づきコンサルタントが分析する場合の視点
例:ヒト・モノ・カネ・情報の4点

(1)内的要素（内部環境）
➀ヒト・・・職員（ライフワークバランス・本人、家族の健康・生活向上）

◦現在の労働条件の確認（就業規則・労働条件通知書等）
働くということで医療労務アドバイザーの視点も必要

◦現在一番問題となっている人財確保
今後の人員計画・人財確保（中・⾧期計画）
場合によっては外国人の採用も検討

②モノ・・・建物・設備の現状整備(耐震上の確認、災害時の電力・水の確保）
機器等の物品の更新(耐用年数の把握）
◦将来計画

どんな医療をしたいのか?
また、施設的な準備

管理・監督者の考え方
☞これが将来計画の基本となる

例:職員・患者の安全・安心の確保
・この場合→職員の協力が重要
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③カネ・・・現在の財務状況(収支がどうか）
◦具体的な事例として

未収金回収・病床稼働率・外来患者数(外的要素との関係）
人件費
物価・光熱・水道費の上昇
経営の視点からどのように考えるか?
また、どのように対応するのか?

④情報・・・現状把握
→本来の組織のあり方(業務文書と指揮・命令権）

◦客観的な資料・裏付け
◦患者の単価（診療科ごと）
◦患者数に対する人件費率

(2)外的要素（外部環境）
➀現在の地域の人員構成(現在の地域での診療状況）
②地域の将来計画（都市機能としての将来像）

行政の考え方と実現に関する準備
◦各種補助金の活用

③機能分化
→地域での存在理由（集中と選択）

このような中で「企業は人なり」という言葉があるように内部環境の項目
すなわち「ヒト」についてその重要度を認識した
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2.職員という観点

「職員の満足なしに患者の満足なし」

職員が何について満足で、また何が不満かを把握することが重要
☞やる気を起こさせる
「職員満足度調査」
・職員に対するアンケート調査 + ヒアリング
・内容としては

健康
業務（勤務）
将来

大項目7題、小項目33題に基づき実施
最終的には「これからもこの病院で働き続けたいと思っていますか

⇓
キークエスチョン

つまり、「職員満足度調査」は職員の考えていることを引き出すことである
最初に一般的なアンケート調査を実施し、職員間に共通の認識があるか確認し
最終的にはその問題の原因を調べ解決し、働きやすいまた、将来に希望が持てる
職場を作ることである
そして、真実を述べることで本人がマイナスにならないようにする1つの手段である

などの項目
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アンケート用紙は以下のようなもの（Ａ３サイズ）
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（実績として）
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4.課題解決
ーーアドバイザーとしての立場ーー

アドバイザーとしては「課題を抽出」しその課題を明確にし、それに対して支援をする
☞あくまで主体は医療機関であり、決定・実施についても医療機関が判断する
アドバイザーはPDCAサイクルを通して医療機関を支援する

一方コンサルタント業務の場合には
☞出てきた課題に対して具体的な解決方法を示し、課題解決の進行に
ついて確認をし結果を導きだしていく(伴走型支援）

☞この場合には、専門的な知識を持った者をグループに入れ
その課題について常時対応・確認を行なっていく

課題として出てきた問題に対して

ご清聴あがとうございました
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